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第２０号 ２０１４年１月１５日発行 発行元：九州産業考古学会 

 

会報 20 号記念号の発行を喜ぶ 

木元富夫（顧問） 

 

会報が 20 号に達するという。ちょうど創刊十周年でもあ

るという。各号に頁数の多少はあるが、志の下ここまでや

って来られたことを会員一同喜びたい。ニュースレターの

ようなもので情報宣伝活動を強化したいとはかねがね考え

ていたが、会員が少ないこととて中々実行に移せなかった。

それが十年前、私が 3 代目会長を拝命していたとき、久々

に若手が入会して来て IT に強いということで、それならば

と発刊に踏み切ったのであった。以来、万年編集長市原猛

志会員を中心とする事務局によって編集と刊行が続けられ、

小会報と小会ホームページのおかげで、産業遺産を巡る全国的ネットワークは広がり、我が

九州産業考古学会の知名度は抜群に高くなった。 

もちろん小会は情宣だけでなく組織的或いは会員夫々の活動を存立基盤としている。特に

「九州の近代化遺産」シリーズは小会が誇る事業で、版元の弦書房は出版文化賞を与えられ

たが、活動の詳細は会報や書籍の現物を見てもらうとして、産業考古学会に小会から二人の

理事が出ていることからも、その活動の程は御賢察頂けることと思う。 

この十年は産業遺産が産業文化の一つのあり方として完全に認知されるようになり、世界

遺産的な価値まであることが知られるようになった十年であった。「産業考古学」なる言葉は

広く普及したとは言えないが、今や「産業遺産」「近代化遺産」の方は大概の人の耳に馴染ん

で来ているのではないか。世界遺産ブームには問題もなくはないが、それくらいのことがな

ければ産業遺産の保存と活用を推進するのは難しいとも言える。その産業遺産の調査や研究

を楽しみ、保存や顕彰や活用に多少なりとも貢献出来ればということで小会はやってきた。 

私は今は事務局の第一線を退いて、見学会の希望を出したりツアーに参加させてもらう程

のことが多いが、モノやコトへの好奇心が満たされるだけでなく、よく歩くので健康にもよ

い、絶好の暇つぶしとなっている。この楽しみをまだ知らない方々には、小会の仲間と一緒

に、大人の遠足（エクスカーション）の楽しさをぜひ味わって頂きたいと思うことしきりで

ある。先日は遠足を堪能した後、戸畑の旧松本邸の和館の一席で疲れを癒した。この会報が

これからも同好の絆であり続けるように願っている。 
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【報告】 

平成 25 年度総会 

砂場一明（事務局長）  

 

 九州産業考古学会は、平成 25 年度総会

を 6 月 30 日（日）に北九州市門司区の門

司赤煉瓦プレイスで開催した。当地は近

代化産業発祥の 

地、すなわち大正 2年に九州で最初にビ

ールを醸造した帝國麦酒門司工場の建物

で、平成 12 年までサッポロビール九州工

場として操業していた。工場閉鎖後は、

広大な敷地に 100 年の歴史を刻む煉瓦建

造物群が取り残されたが、幸い行政や民

間有志の熱意と努力が実り、重要な建物

は保存・改修され、文化交流施設として

活用されている。国登録有形文化財、経

済産業省認定近代化産業遺産でもある。 

 この恰好の地を会場として、総会には会

員 15 名が出席し、議事次第に基づき前年度

の活動及び会計報告がなされた。今年度は

役員改選年のため人事も議題となったが、

前任者が揃って重任することで承認された。 

今年度の主な事業としては、会報の発

行・見学会・後援催事などの定例行事と、

秋に産業考古学会全国大会（富山市）と赤

煉瓦ネットワーク全国大会（関門）が開催

されるので、それと関連した活動が考えら

れる。会員から、「学会の PR が足りない、

外部の動きを取り込むとともに、部外者に

もっと広報すべきだ」との提言があったの

で、具体的な検討に入ることが課題となっ

た。 

引き続き研究発表会が行われ、長澤三郎

氏「京都帝大福岡医科大・講堂、西の奏楽

堂の明治 43 年～大正 14 年の軌跡と榊新三

郎の洋楽振興」、清水憲一氏「世界文化遺産

と産業遺産―『九・山』の経験から〈個人

的な中間報告〉―」が報告された。その後、

午後実施する見学先について、市原猛志氏

から映像を交えた解説があり、予備知識を

備えて見学会に移行することができた。 

《会計報告》 収入は、前年度繰越金 23

万 1965円と会費収入などの合計35万 5517

円。支出は、会報発送費・総会・見学会費

用など 9 万 5443 円で、3 月 31 日現在の決

算残高は 26 万 0074 円（次期繰越）であっ

た。 

 

 

写真 年次総会（赤煉瓦交流館） 

 

 
【報告】 

産業遺産見学会に参加して 

        尾崎徹也(会員) 

1. 主旨 

２０１３年６月３０日(日)門司赤煉瓦プ

レイス・赤煉瓦交流館で九州産業考古学会

の平成２５年度年次総会が行われた。 

午後より九州産業考古学会の主催により当

日参加者総勢２１名で門司地区の近代化遺

産を見学会した。今回はその報告を行う。 
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2. 見学内容 

【旧大連航路上屋】 

まず最初に門司港レトロ地区にある旧大連

航路上屋へ向かった。この建物は日露戦後

の 1907(明治 40) 年、国直営の第一種港湾

に関門港が位置づけられ、政府が決定した

「関門海峡改良方針」決定に基づき 1910

年から 1928 年にかけて、予算１億 2､000

万円を投じた事業計画の中で建てられたも

のである。計画自体は航路水深 10 メートル、

1 万トン外国航路船の門司停泊が可能とな 

る港湾計画で、1916 年４月から「国営の外

国貿易設備工事」が始まった。のち 1917

年修築として、陸上設備は 1920 年竣工され

ており、現在の大連航路待合所はこのとき

に造られた。 

現在近くには１・２号上屋の２棟があり、

特に１号上屋は古き良き時代の雰囲気を漂

わす、昭和初期のモダンな建築だ。１号上

屋の設計は、国会議事堂の設計をした大蔵

省営繕管財局（工務部長 大熊喜邦）で、こ

の建物はアールデコとも言える当時のモダ

ンスタイルでデザインされている。 

この建物は往時の国際貿易港・門司の反

映を象徴する近代遺産であるとして、北九

州市が 12 億円を投じ休憩・展望施設にリニ

ューアルされた。オープンは 7月 19 日から

であったが、当日施設の担当者の計らいで

内部を見学させて頂き見学者一堂大喜びで

あった。 

 

【福岡食糧事務所門司倉庫】 

次に訪れたのは、門司港と鉄道で結ばれ

た門司の大久保にある福岡食糧事務所門司

倉庫である。この倉庫は大正 7 (1918) 年

の米騒動に端を発し、大正 10 年の「米穀法」

制定に伴って主要米穀産地の東北、北陸、

九州に政府買入米の長期備蓄の必要性が生

じたため、九州では国内と朝鮮、満州、台

湾との交通の要所であり、また背後に大工

業地帯を抱えている条件からこの門司の大

久保が選ばれ建設された。建設工事は大正

15 年 8 月 30 日に着手され、１期工事が昭

和 2年 10 月に、２期工事が３年 10 月に竣

写真 3 改装工事後の門司税関 1号上屋内部 

写真 1 門司税関 1号上屋 

写真 2 旧福岡食糧事務所門司倉庫 
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工された。 

これらの倉庫は近代的な米穀貯蔵の構造

をもち、米穀調整用として機能を発揮した。

その後昭和 14 年には精米施設を併設し、戦

後は低温倉庫の設備を取り付け 5560 トン

の米を収蔵、他に麦を収蔵するなど、北部

九州の米麦の需要調整、輸入食料の保管あ

るいは飼料麦の備蓄に使用された。 

倉庫の景観は同じデザインの倉庫が、建

物の妻側を引込線に向け 10 棟が約 6.3m の

間を置いて並んでおり､敷地の端から眺め

ると、鋸の歯のような三角形が連続し、雄

大な景観をつくりだしている。倉庫には特

段の装飾は無いが、けらばにはスクラッチ

タイルが施され、三角の切妻部には小口タ

イルが張られており、現代的倉庫とは明ら

かに趣を異にしている。 

倉庫の傍らにある２階建て事務所は簡単

な装飾しか施されていないが、玄関部ポー

チの大きなアーチは昭和初期建築の特徴を

残している。 

 

【部埼灯台】 

続いて訪れたのは、潮流の激しい関門海

峡を目前にした門司半島の突端、部埼灯台

である。1872（明治 5）年に建設された部

埼灯台は、北九州市内における最古の洋風

建築であるとともに、日本において多くの

近代洋式灯台を建設し「日本の灯台の父」

と称されている、イギリスの来日技師リチ

ャード･ヘンリー･ブラントンの初期の作品

としても著名である。 

 

エピソードとして、この灯台の建設費は幕

末の攘夷戦争で、四国連合艦隊に敗戦した

長州藩からの賠償金が充てられたと云われ

ている。まさに近代化の先駆けと言えよう。 

 

年に一度の九州産業考古学会総会のイベ

ント見学会であるが、普段めったに見られ

ない産業遺産が見学でき、参加者一堂大喜

び大満足の見学会であった。 

 

 

写真 5 同旧事務所棟 

写真 4 経済産業省近代化産業遺産銘板 

写真 3 部埼灯台 
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TICCIＨ台湾本会議報告（その 2＋ワークショップ 2013） 

市原猛志（門司麦酒煉瓦館） 

 

 国際産業遺産保存委員会（TICCIH）第 15

回本会議が、2012 年 11 月 4～11 日の日程

で台湾の国立台湾科技大学を中心に行われ

たことは前回紹介した。 

TICCIH 本会議では、例年会議の前後に各

種の産業遺産を巡るツアーが催される。今

回のツアーでは、プレツアー･本ツアー･ポ

ストツアーの 3 回に分けて、台湾の産業遺

産を巡る催しが行われた。筆者はこれらツ

アーに参加し、台湾における産業遺産保存

活用の現状について確認した。今回の報告

では、これに加えて 2013 年 9 月に行われた

「台湾渓湖精糖工場再活用国際ワークショ

ップ」にて台湾を再訪した際の所感も加え

る形で報告する。 

 

 １．Pre-congress Tour 

今回九州産業考古学会のメンバーで九州

から参加した 3 人は、11 月 3 日に台北市に

到着。翌日からのツアーに備えた。 

4 日から行われたプレコングレスツアー

は、台湾市内の産業遺産についてバスを用

写真 6 見学会集合写真（旧食糧倉庫にて） 



  
 6 

 

  

いて見学するツアーであった。最初に訪れ

たのは、台北市の鉄道工場（写真 1）であ

る。こちらでは鉄道工場をほぼ一周する形

で内部を見学することが出来た。将来は鉄

道工場も移転が予定されており、跡地の活

用が行われるとのこと。 

次に訪れたのは、松山文化創意園区（写

真 2）。ここはかつての煙草工場で、現在

は芸術活動の拠点として整備が進められて

いる。敷地内には緑地が整備され、新しく

中高層ビルが出来る一方で、古くからの建

物群が修復され、一部には店舗などが入っ

ている様は非常に興味深かった。この後総

会会場のひとつである「崋山 1914」に移動、

ウェルカムパーティーを行って一日目の行

程を終えた。 

 

 

写真 1  台北鉄道工場 

 

 

写真 2  松山煙草工場 

 

写真 3  旧台中放送局 

 

 ２．congress Tour 

5 日の開会式と研究発表を経て、翌 6 日

にはコングレスツアーとして、台中市及び

その周辺の産業遺産を見学した。 

最初に訪れたのは旧台中放送局（写真

3）。近代建築のリノベーション事例をこの

ツアーでは何度となく見ていくことになる

のだが、ここでは建物の一部を芸術家のア

ート販売スペースとして利用しており、単

に観光地として開放するだけでない、台湾

の活用の奥深さを見ることが出来た。 

次に昼食会場へと向かう。会場の台中文

化創意産業園区（写真 4）は、かつての麦

酒工場跡地で、施設群の全面的な活用を控

え、未だ工事中の印象が強かった。しかし

ながらかつての工場事務所棟には、台湾に

おける文化庁的役割を担っている文化部文

化資産局が入居し、台湾の近代建築にかけ

る意気込みの程が伺える。 

午後からは見学者を二手に分けて、一組

が渓湖地区にある精糖工場を見学（施設に

ついては後述）、もう一組が彰化駅近郊にあ

る扇状機関車庫（写真 5）を見学した。こ

ちらの機関車庫は現役で使用されており、

当日は蒸気機関車の入出庫をデモンストレ

ーションとして見学したほか、たまたま入

庫したディーゼル機関車の様子もうかがう

ことが出来、会員の興奮度は増すばかりで
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あった。最後は鹿港地区の龍山寺にて交流

会であったが、私は途中で台北市内に戻っ

た。 

 

 

写真 4 台中文化産業創意園区 

 

 

写真 5 彰化扇状機関車庫 

 

３．台湾の産業遺産とその活用 

7 日の会議では、産業考古学会伊東孝会

長によるキーノートスピーチが行われ、そ

の後九州山口の近代化産業遺産群に関する

研究発表も行われている。午後にも各種発

表が行われているが、この時間を利用して

九州産業考古学会のメンバー他数名で台湾

近郊の金瓜石にある黄金博物館（写真 6）

を見学した。 

もともとは中国資本や日本時代に開発さ

れた金属鉱山であった周辺を、エコミュー

ジアムとして 2004 年に現行の形でオープ

ンさせ、現在は無料開放エリアを増加させ

ている。筆者はこれが 2 度目の訪問であっ

たが、東アジアにおける鉱山施設の活用事

例として興味深い事例と言える。 

台湾の産業遺産を日本と比較すると台湾

では活用に際して、政府あるいは国営企業

が主導して大規模になされることが多い。

台中の旧麦酒工場もそうだと言えるし、こ

ちらの黄金博物館も国営企業による鉱山閉

山後の措置として整備が進められている。

この日は黄金博物館に隣接した観光地であ

る九份地区（こちらももとは鉱山町）で夕

食を食べしばし異国情緒に浸った。 

 

 
写真 6 新北市立黄金博物館 

 

8 日の会議では、宣言文が出され、さよ

ならパーティーが催された（前号参照）。

このパーティーまでの時間を利用して、筆

者はポストコングレスツアー北回りコース

で見学予定になっている新竹市周辺の産業

遺産を巡ることにした。 

時間の関係上訪れたのは、日本統治時代

の 1913 年に竣工した煉瓦造の新竹駅舎と、

1908 年に竣工したものの地震により倒壊

した龍騰断橋（写真 7）のみであった。 

ここで特に記しておきたいのは、龍騰断

橋のような既に使用に耐えられないものに

対する関心が台湾でも根強いことである。

奇景と考えるか、廃墟の美学とみるか。産
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業遺産として各施設を見ていく際、その価

値のおきどころをどのように考えていくべ

きか、今後議論を呼びそうな施設と言える。 

 

 

写真 7  龍騰断橋 

 

 ４．Post-congress Tour 

 11 月 9 日から 11 日にかけて「ポストコ

ングレスレスツアー」と称し、台湾南北に

ある各種産業遺産を数日掛けて見て回る催

しが行われた。筆者は南台湾の産業遺産を

巡るツアーに参加し、農林業や製塩、水資

源など各種の産業遺産を堪能した。 

 （1）11月 9 日 

 最初に訪れたのは、風光明媚な日月潭か

らほど近い南投県の台湾茶業改良場魚池分

場。ここは日本統治時代である 1936 年に設

立された施設で、当時建てられた施設が今

でも大切に使用されている（写真 8）。 

 

写真 8 茶業改良場魚池分場 

ここでは工場設立に大きく関わった、台

湾紅茶の父とも称される新井耕吉郎の功績

もこの施設では詳しく紹介されており、日

本と台湾との浅からぬ因縁を感じた。 

午後には集集線の車埕駅へ。ここは 1999

年に大きな被害を出した台湾大地震の震源

に近く、路線の運行がしばし中断されてい

たところでもある。かつて水力発電所向け

に作られた経緯を持ち、駅に近接した製材

所を利用した観光施設をしばし見学した。 

 （2）11月 10 日 

午前中は阿里山森林鉄道で使われた蒸気

機関車（写真 9）と森林鉄道の歴史につい

て、北門駅近郊のかつての鉄道基地周辺を

見学した。ここでは旧職員住宅をアーティ

スト向けに開放しており、また世界遺産登

録に向けて他の鉄道線との比較も行ってい

て、スイッチバックと 3 重ループ線とで構

成されているこの路線の希少性を再確認し

た。実際に森林鉄道の路線を乗車したいと

いう思いもあったが、今回はディーゼル機

関車による一部平地のみの乗車であった。 

午後は烏山頭水庫（写真 10）の見学を行

った。ここは日本人技術者である八田與一

の設計によって 150 万立方メートルの貯水

量を誇るダムが建設されている。その工法

の確かさと今もなお 9 万ヘクタールの大地

を潤す農業用水を供給している現役施設と

しての価値を評価され、日本の土木学会に

よって選奨土木遺産に認定されている施設

でもある。見るべき所は多く、規模も大き

く、また今回は地下送水路も特別に見学す

ることが出来た。時間が足りないことは悔

やまれるが、次の塩博物館に向かう。 

台湾の南部・七股にある台湾塩博物館は、

1665 年に天日干し製塩による製塩法が台

湾に導入されてから現在までに到る塩の歴

史を展示するテーマ特化型博物館である。

屋外に展示されている塩の山は壮観であ

り、日本にはない展示の雄大さを感じる。 
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写真 9  阿里山森林鉄道旧蒸気機関車 

 

 

写真 10 烏山頭水庫（ダム） 

 

 （3）11月 11 日 

 最終日の 11 日は、台湾南部最大の都市で

ある高雄市で、国立科学工芸博物館の各種

展示を見学した。アジアでも類例が少ない

産業技術を取り扱う国立の博物館というこ

とで、大規模な館内には鉄道･船舶･電子部

品のような典型的な技術から現在の台湾を

支える各種企業の展示ブースやかつての台

湾の主力産業であった自転車に関する展示

など、台湾の工業技術史についていっぺん

に見ることの出来る、興味関心の幅が広い

人間にとっては時間がいくらあっても足り

ない博物館と言えよう。 

 台湾の南端部分から北に帰る行程をバス

で戻るため、昼過ぎまでがツアーとしての

台湾南部滞在時間である。お昼は高雄港を

ほぼ一周する形での定期ランチクルーズを

楽しんだ。ここではアジア屈指の港である

高雄港の港湾機能を一望できる（写真 11）

ほか、軍港も近接していることなどから、

軍艦やタンカーなど普段なかなか見ること

の出来ない船舶を一同に見ることが出来

る、なかなかない貴重な経験であった。北

九州出身の筆者にとって台湾高雄港は門司

港まで運ばれるバナナの集散地として有名

であり、感動もひとしおであった。 

 

 

写真 11 高雄港ガントリークレーン 

（湾内クルーズ） 

 

 最後の見学地は、Pier-2 Art Center と

いう芸術拠点施設。これはもともと高雄港

の貨物駅に近いところに立地した倉庫群を

改装して出来た施設で、活用方法としては

北海道の小樽におけるそれに近い。唯一に

して最大の違いは、その来客年齢層と言え

よう。当日はたまたま台湾でのアニメコン

グ大会と及びコスプレイベントと重なり、

日本のどこかで見たような衣装を着た台湾

人の若年層が多く行き交っている様は、さ

ながら日本の秋葉原のそれに近かった。

Cool と言いながら西洋諸国から参加する

方々が写真を撮る様も、若干複雑な心境で

ある。この後、台北にバスにて戻り、早朝

便で福岡に帰宅した。 

 

 

 



  
 10 

 

  

 4．台湾渓湖精糖工場再活用国際ワーク

ショップ 

 

2013 年に入り、資料館の運営に携わるよ

うになってから、管理の関係上しばらくは

海外に出向くこともないと考えていたとこ

ろ、当館(門司麦酒煉瓦館)含めた門司赤煉

瓦プレイスの施設群が工場建築を再利用し

た好事例であることなどを台湾の研究者に

評価される形で、2013 年 9 月 4～6 日の期

間、台湾中部にある台湾渓湖精糖工場再活

用国際ワークショップ(糖鐵産業文化地景 

前進再生規劃國際工作坊) に講師として招

かれることとなった。 

このワークショップは、近年台湾におい

て産業遺産活用の気運が高まっているこ

と、また TICCIH のコングレスツアー（2012

年 11 月 6 日）の中で、渓湖精糖工場(渓湖

糖廠・写真 12)が高い評価を受けたことな

どから開催されたものである。日本からは

筆者と近畿大学の岡田昌彰教授がゲストス

ピーカーとして参加、また中国大陸からも

北京精華大学から劉伯英副教授が招かれ、3

日間で製糖工場の利活用について現地の学

生や工場ＯＢたちの共同作業により、議論

と成果物が発表された。 

 この渓湖精糖工場は、1919 年の日本統治

時代に建設され、2002 年に稼働を停めた後

は、既に一部が「346 光音文化園区」とし

て整備、現在蒸気機関車の観光運転などを

行っている（写真 13）。今回は工場内部の

活用を含めたさらなる利用方法を見越して

ワークショップが催された。 

3 日間という短い時間ながら、台湾にお

ける幅広い年齢層の産業遺産への関心度合

いの高さと学生や工場関係者･OB を含めた

参加者の熱意はこちらとしても気後れを感

じるほどであった。 

 このワークショップでは、昨年の TICCIH

本会議に引き続き、台湾中原大學の林曉薇

助理教授（TICCIH 会議メンバー）が全面的

に取り仕切り、筆者との書類やりとりなど

微細にいたるサポートを頂きながらワーク

ショップを成功裏に終わらせることが出来

た。この紙面を借りて林先生に感謝すると

ともに、今後とも台湾の産業遺産には積極

的に関与していきたいと考えている。 

これは『産業考古学』150 号にも記載し

たが、改めてこの昨年からのイベントを振

り返ると、個人的には互いの持つ文化の違

いを超えて、日本や中国の事例を知り、交

流もはかりつつ、急速に整備が進みつつあ

る台湾の産業遺産保全活用にわずかながら

でも助力できたことが一連の中での一番の

収穫と考える次第である。 

 

 

写真 12 渓湖糖廠・工場設備 

 

 

写真 13 渓湖糖廠・さとうきび運搬鉄道 
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【報告】 

中国・大連レポート(1) 

九州とのゆかり 

 

大島一朗（日本電産〔大連〕有限公司） 

 

“九州”は中国語で天下、あるいは中国

自体を表します。このため、ここ大連でも

“九州”をよく見かけます。大連市は北九

州市と友好都市関係にあり、九州とのゆか

りはひときわ強いようです。友好都市締結

記念に建設され、新婚夫婦が歩いて渡ると

永遠に幸せになるという“Love Bridge”で

名高い北大橋などによって、大連市民もわ

が九州を身近に感じています。 

さて、大連に赴任して半年が経ちました。

私と大連との関わりは、前職の輸出プロジ

ェクトで 1987（昭和 62）年に駐在した時に

始まります。当時は本線でも貨物用に蒸気

機関車が走り、市内には満鉄の廃車体も残

っていました。表札がくり抜かれた日本時

代の住宅も多く、さる銀行の頭取から生家

の調査を頼まれたこともあります。 

私が産業遺産の研究を志す契機を与えて

くれたのも、また大連でした。検品で立ち

寄った黒嘴嗎頭（埠頭）で、満鉄ロゴの入

った 1930（昭和 5）年 3 月官営八幡製鐵所

製のレールを偶然「発見」したからです。

この経験は頭の片隅に残り、15 年後に名古

屋鉄道谷汲線の廃線跡調査で結実しました。 

転職後、激務が続き産業考古学から遠ざ

かっていましたが、大連赴任後の今年 4 月

に訪れた廃線跡で、同じ年月のレールと 26

年ぶりに「再会」しました。また、これま

で謎とされていた官営八幡製鐵所 1925（大

正 14）年製の国産初の 100lbs/yd（50kg/m）

レールも発見することができました（写真）。

これは、戦前におけるわが国重工業の到達

点を示すとともに、官営八幡製鐵所自体の

マイルストーンとしても重要な意味を持つ

産業遺産です。 

 

写真：官営八幡製鐵所 1925（大正 14）年

製 100lbs/yd レール 

 

その調査結果を「わが国重軌条の揺籃-

中国・大連天の川発電所専用線」として産

業考古学会学会誌『産業考古学』149 号に

発表させて頂きました。ご笑覧頂ければ幸

いです。大連市と北九州市との友好関係を

拡大強化するためにも、九州産業考古学会

の方々と連携し、官営八幡製鐵所レールを

通じた産業遺産のコラボレーションができ

ればと切望しています。 

今回の調査で、私にとっても新たな九州

とのゆかりが増えました。あいにく産業考

古学に取れる時間は限られてはいますが、

可能な限り当地の産業遺産に触れておこう

と考えています。断片的ながら、次号から

大連レポートを掲載させて頂く予定です。 

今後とも、各位のご指導を宜しくお願い

申し上げます。 

 

 

【報告】 

しめの文化財ウォーク 

     

11 月 3 日（日）に「しめの文化財ウォーク」

を開催しました。雨にもかかわらず町内外

から定員の 20 人が参加しました。 

 旧志免鉱業所の遺跡を歩き、その後古代

からの志免町の歴史の魅力を再発見しまし

た（この事業は「近代化遺産全国一斉公開



  
 12 

 

  

2013」「平成 25 年度県内文化財関連イベン

ト情報発信事業」の一つとして行います）。    

今回は、旧志免鉱業所竪坑櫓（重要文化

財）→志免鉱業所跡竪坑及び第八坑関連地

区（県指定史跡）→志免町産業遺産収蔵庫

→庚申尊天→地蔵堂→観音寺→亀 山石棺

（バスでシーメイト移動）を見学しました。

雨の中でしたが、参加者は特に近代の歴史

に興味を持って耳を傾けました。 

 

 
写真：しめの文化財ウォーク当日の様子 

 

【書籍紹介】 

『夢の遺産』 

木元富夫（顧問） 

 

正確なタイトルは『長崎県近代化遺産め

ぐり 夢の遺産 石炭・造船・防衛』であ

る。本書は長崎県近代化遺産研究会が、県

内の近代化遺産の全体像と歴史的意義を関

係方面に広く理解してもらうためにまとめ

たものである。長崎の産業遺産については

長崎県教育委員会編『長崎県の近代化遺産』

（1998 年）があるが、これは「長崎県文化

財調査報告書」として少部数印刷されただ

けで、部外者には閲覧や入手が困難であっ

た。その渇を癒すように出された本書は、

大き目のカラー写真、ゆったり組まれた活

字、見やすい案内地図と、長崎の産業遺産

巡りには先ず参照すべき好個のガイドブッ

クとなっている。長崎新聞社発行、2013 年

5 月、1800 円+税。 

 

 

【記念企画】 

九州産業考古学会会報 1～20 号総索引 

 

 会報創刊号から今 20 号までの記事総索引を第 10 号に引き続き作成した。本会報の 10 年の

歩みを確かめるとともに、今後もご協力頂く意味合いを兼ねて、過去の記事を時系列、分野

別、そして著者別に分類している。ご参照願いたい。 

 

◆各号別索引◆ 
創刊号 ２００３年６月２６日発行 
【巻頭言】 
創刊に寄せて     …………………木元富夫 １ 
【報告】 
九州産業考古学会 2003 年度総会……松田寛 ２ 
熊本産業遺産研究会がスタート …幸田亮一 ３ 
志免産業遺産講演会 ………………大石道義 ３ 
【特集】 
九州産業考古学会の沿革……………木元富夫 ４ 
【お知らせ】 

役員紹介         ………………     ４ 
今後の予定        ………………     ４ 
 
第２号 ２００４年３月２４日発行 
【巻頭言】 
産業考古学と景観工学 ………………松田寛 １ 
【研究・小論】 
遠賀堀川とその再生保存について…長弘雄次 ２ 
筑豊ボタ山考   …………………深町純亮 ４ 
【報告】 
志免竪坑櫓とまちづくりシンポジウム 

…………………大石道義 ６ 
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関門産業遺産見学会―下関要塞跡と関門に残る近
代化遺産―    …………………砂場一明 ６ 
【お知らせ】 
エンジンの産業考古学を体験してみませんか！エ
ンジンフェスティバル in 甘木 2004 ……… ７ 
総会開催のお知らせ…………………     ８ 
原稿募集のお知らせ…………………     ８ 
今後の予定      …………………     ８ 
 
第３号 ２００４年９月２８日発行 
【巻頭言】 
産業と「環境・文化・教育・平和」との連環 ー
ー産業再考ーー   ………………大石道義 １ 
【１５周年記念寄稿】 
九州産業考古学会創立 15 周年に寄せて 

…………………越智廣志  ２ 
学会の発展に向けて  ……………木元富夫 ３ 
【研究発表】 
熱赤外線映像装置を用いた近代化遺産の非破壊検
査手法の開発 

……後藤惠之輔・中別府二郎・吉岡良平 ４ 
朝倉町の揚水水車について……………池森寛 ８ 
【報告】 
年次総会・見学会及び決算報告 

……………松田寛・山田元樹 １１ 
再建成った嘉穂劇場………………深町純亮 １２ 
熊本学園大学産業資料館オープンの経緯 

…………………幸田亮一 １４ 
全国近代化遺産活用連絡協議会大牟田総会 

…………………平島勇夫 １５ 
【企画】 
旧国鉄本社ビル～今はなき「鉄道の総本山～ 

…………………青地学  １５ 
【お知らせ】 
堀川開削２００周年記念事業・堀川サミット２０
０４              ……………………  １６ 
八女市政５０周年記念事業・八女からの「環境・
文化・教育・産業・平和」リレーシンポジウム 

……………………  １７ 
「鮎川義介のルーツをさぐる」日産自動車・日立
金属九州工場見学会       ………………  １８ 
原稿募集（附投稿規定）   ………………… １８ 
今後の予定             ……………… ２０ 
 
第４号 ２００５年３月 31 日発行 
【巻頭言】 
産業考古学への道   ………………清水憲一 １ 
【研究発表】 
岡田医院の歴史と特徴 ……………市原猛志 ２ 
【失われた産業遺産】 
雁ノ巣飛行場跡の格納庫群 ………砂場一明 ５ 
【報告】 
日産見学会―日産のルーツをたどる― 

  …………………松田寛  ６ 
長崎産業遺産見学会 ……………後藤惠之輔 ６ 
学生のための技術史講演会 …………池森寛 ７ 
【お知らせ】 
日本産業技術史学会総会志免にて開催……… ８ 
TICCIH 中間大会並びに国際産業観光フォーラム
in名古屋のご案内          ………………… ９ 

総会予告          …………………… １０ 
【追悼】 
桑原三郎先生を偲ぶ    …………木元富夫 １１ 
今後の予定            …………………… １２ 
 
第５号 ２００５年１０月 3１日発行 
【巻頭言】 
九州で産業考古学を学ぶ ―事務局長就任挨拶― 

…………………青地学 １ 
【研究発表】 
動態保存されている農用小型木炭ガス機関―小林
式サクションガス機関― ……………池森寛 ２ 
【報告】 
2005年度総会および見学会……………松田寛 ６ 
折尾界隈の鉄道史を見る ………… 砂場一明 ７ 
日本産業技術史学会総会報告………市原猛志 ８ 
九州の伝承遺産シンポジウム 2005 長崎 

………………幸田亮一 ９ 
いぶき館～宝珠山の炭坑遺産～……青地学 １０ 
【お知らせ】 
「志免の文化財ウォーク」開催 …………… １１ 
新役員について       …………………… １１ 
今後の予定        …………………… １２ 
 
第６号 ２００６年 5 月 3１日発行 
【巻頭言】 
日炭高松二坑旧山神社の鳥居保存活動に思う 

………………瓜生浩義 １ 
【報告】 
九州伝承遺産ネットワーク協議会―その理念と方
向―         …………………坂本道徳 ２ 
九州伝承遺産ネットワークの発足を祝して 

………………幸田亮一 ３ 
ＮＰＯ法人大牟田･荒尾炭鉱のまちファンクラブ
活動紹介           ………………永吉守 ３ 
旧伊藤邸、飯塚市が買上げ保存へ……深町純亮 ４ 
高蔵山堡塁探訪記      ……………砂場一明 ５ 
【お知らせ】 
書籍・文献紹介       …………………   ６ 
年次総会開催について     ……………   ６ 
【追悼】 
水車を未来に繋ぐ産業考古学を創った人・香月徳
男先生逝く          ………………池森寛 ７ 
今後の予定        …………………    ８ 
 
第７号 ２００６年１０月１０日発行 
【巻頭言】 
地域住民のための近代化遺産 ……平島勇夫 １ 
【報告】 
2006 年度総会・見学会……………… 青地学 ２ 
「鴎外の道」直方見学会 ……………市原猛志 ４ 
【短信】 
産業考古学について考える ………尾崎徹也 ４ 
にあんちゃんの里 …………………砂場一明 ５ 
【お知らせ】 
第６回全国産業観光フォーラム in 北九州… ６ 
門司港まちづくりシンポジウム …………… ７ 
志免・文化財ウォーク   …………………… ７ 
門司赤煉瓦研究会講座     ………………… ７ 
今後の予定            ………………… ８ 
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第 8 号 ２００7 年 3 月３１日発行 
【巻頭言】 
旧伊藤伝右エ門邸の現状と今後……深町純亮 １ 
【短信】 
針尾送信所無線塔を実見して…… 木元富夫 ２ 
【お知らせ】 
書籍紹介      ………………………  ３ 
2007年度産業考古学会全国大会北九州開催につい
て               …………………… ３ 
会報原稿募集について ……………………  ４ 
今後の予定           …………………… ４ 
 
第９号 ２００７年１１月１０日発行 
【巻頭言】 
熊本産業遺産研究会の活動紹介……幸田亮一 １ 
【短信】 
門司赤煉瓦プレイス（旧サッポロビール九州工場）
国登録文化財へ     …………竹中康二 ２ 
２００７長崎居留地まつり「居留地シンポジウム」
に参加して     ………………西村博道 ３ 
【遺産短信】 
・志免竪坑櫓国有形文化財に登録 …………… ４ 
・長崎刑務所保存問題顛末記 ………………… ４ 
【報告】 
2007年度総会および見学会…………砂場一明 ５ 
【お知らせ】 
『福岡の近代化遺産』まもなく刊行 ………… ６ 
シンポジウム「肥薩線１００年の歴史と産業遺産
を語る」              …………………    ６ 
皆様の声を募集！     …………………    ６ 
「折尾駅の歴史的価値を考える会」による折尾駅
舎保存署名活動について  …… 福山ミツヱ ７ 
今後の予定      ……………………    ８ 
 
第１０号 ２００８年３月３１日発行 
【巻頭言】 
筑豊の近代化遺産について…………長弘雄次 １ 
【研究発表】 
宗像・上八金山の遺物“金控碓”…砂場一明 ２ 
歴史的な鉄道施設の活用事例……… 青地学 ３ 
【遺産短信】 
・経済産業省による近代化産業遺産認定 
・長崎刑務所一部保存へ 
・「折尾駅と堀川運河を保存する会」報告…… ６ 
【報告】 
 2008年度総会・見学会報告  …… 青地学 ７ 
『福岡の近代化遺産』出版を終えて 

…………………市原猛志 ８ 
産業考古学会全国大会感想紹介  ……    ９ 
【企画】 
九州産業考古学会会報 1～10 号総索引…  １１ 
【お知らせ】 
今後の予定     ………………      １６ 
 
第１１号 ２００９年１月１日発行 
【巻頭言】 
失われる歴史遺産 …………………砂場一明 １ 
【報告】 
杵島炭鉱跡（佐賀県）見学記…………木元富夫 ２ 

【遺産短信】 
軍艦島世界遺産暫定リスト報告会開催……… ３ 
【お知らせ】 
「『軍艦島』住み方の記憶」発刊について…… ３ 
『鉄道遺産を歩く 岡山の国有鉄道』発刊につい
て          ………………………… ３ 
大牟田市石炭産業科学館冬の企画展 筑後の近代
化遺産展開催    ………………………… ３ 
今後の予定     …………………………  ４ 
 
第１２号 ２００９年９月１日発行 
【巻頭言】 
ちょっぴり遅れたご挨拶……………池森寛  １ 
【報告】 
2009年度総会及び見学会……………砂場一明 ２ 
【お知らせ】 
中村式鉄筋コンクリート研究会第 3 回シンポジウ
ム開催について   ………………………… ３ 
技術史教育学会全国大会（久留米市）開催につい
て          ………………………… ３ 
会報原稿募集    …………………………  ４ 
今後の予定     …………………………  ４ 
 
第１３号 ２０１０年２月２２日発行 
【巻頭言】 
熊本産業遺産研究会役員交代のご挨拶 

…………………中田浩毅 １ 
【報告】 
ＴＩＣＣＩＨフライベルグ会議に参加して 

…………………山田大隆 ２ 
日本技術史教育学会 2009 年度全国大会見学会参
加記              ………………藤野昌亮 ６ 
【短信】 
随想・備前福岡と倉安川吉井水門…清永憲道 ７ 
【お知らせ】 
「航空 100 周年記念・日野熊蔵の飛行機遺産に学
ぶ」               ………………………… ９ 
九州国際大学社会文化研究所連続公開講座「製鐵
所と世界遺産」            ………………… ９ 
熊本産業遺産研究会見学会「城山銅山探訪」… ９ 
会報原稿募集       …………………………１０ 
今後の予定        …………………………１０ 
 
第１４号 ２０１０年１０月２０日発行 
【巻頭言】 
岡山から九州の産業遺産を見る……小西伸彦 １ 
【論文】 
技術史を「文化」として教育する－三池炭鉱の産
業遺産を題材とした教育実践－……永吉守  ２ 
【報告】 
平成 22 年度総会・見学会… ………砂場一明 ５ 
別子銅山見学会に参加して…………尾崎徹也 ７ 
【書籍紹介】 
小泉隆『大谷採石場 不思議な地下空間』 

……………木元富夫 １０ 
【お知らせ】 
直方旧讃井医院、向野堅一記念館として一般公開 

    ……………………  １１ 
「まちかどの近代建築写真展 ＩＮ 門司赤煉瓦
プレイス」（第２０回）…………………  １１ 
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「しめの文化財ウォーク」      ………… １１ 
会報原稿募集       ……………………… １２ 
今後の予定        ……………………… １２ 
第１５号 ２０１１年４月３０日発行 
【巻頭言】 
長崎における産業遺産の最近動向 

………………後藤恵之輔 １ 
【提言】 
九州産業考古学会の更なる発展を願って 

…………………後藤恵之輔 ２ 
【報告】 
筑豊石炭鉱業組合直方会議所築１００年の歴史を
語るシンポジウムに参加して…………松田寛 ４ 
【報告】 
「しめの文化財ウォーク」 ……………   ５ 
北九州工場群夜景観賞バスツアー…市原猛志 ５ 
【お知らせ】 
「カメラの進化展～古き良き時代から現代まで
～」       ………………………   ５ 
「筑豊の近代化遺産｣講座ー筑豊の産業遺産が語
る日本の近代化ー    …………………   ６ 
尾花 基写真展    …………………   ７ 
【書籍紹介】 
穂積和夫『絵で見る明治の東京』…尾崎徹也 ７ 
【お知らせ】 
平成２３年度九州産業考古学会年次総会 …  ７ 
今後の予定         ………………………    ８ 
会費納入・ご寄付のお願い ……………    ８ 
 
第１６号 ２０１２年１月１日発行 
温故知新と復興      ………………大石道義 １ 
【報告】 
平成 23 年度総会・見学会……………砂場一明 ２ 
「しめの文化財ウォーク」…………………… ３ 
産業考古学会全国大会（熊本）報告………… ４ 
【書籍紹介】 
貝島関係文献をいくつか……………木元富夫 ４ 
【お知らせ】 
『筑後の近代化遺産』出版…………………… ５ 
『九州大学百年史写真集』出版……市原猛志 ６  
第 35 回全国町並みゼミ福岡大会……………  ６ 
ウェブサイト移転について    …………… ６ 
旧直方駅舎の保存及び活用に関する要望書… ７ 
会報原稿募集        …………………… ８ 
今後の予定        …………………… ８ 
 
第１７号 ２０１２年９月１日発行 
【巻頭言】 
「２０４号電車」は帰ってきた …古賀知行 １ 
【報告】 
平成２４年度総会  ………………砂場一明 ２ 
平成２４年度総会・見学会…………時里奉明 ２ 
【書籍紹介】 
日本の石炭産業遺産     ……………… ３ 
日炭回顧録        …………………… ３ 
【お知らせ】 
しめの文化財ウォーク      …………… ４ 
今後の予定        …………………… ４ 
会費納入・ご寄付のお願い    ……… ４ 
 

第１８号 ２０１２年１２月１日発行 
【巻頭言】 
銅山調査で思うこと    ………松尾健二 １ 
【研究発表】 
旧植民地資料室（宇都宮大学附属図書館）に見た
「九州日満鉱業技術員養成所」 …松本幸一 ２ 
【報告】 
旧松本邸ビアガーデン懇親会      …… ５ 
しめの文化財ウォーク      …………… ５ 
【書籍紹介】 
産業遺産の記録      …………………  ６ 
【お知らせ】 
今後の予定等      ……………………  ６ 
 
第１９号 ２０１３年４月３０日発行 
【巻頭言】 
『日本の石炭産業遺産』を刊行して…徳永博文 １ 
【報告】 
TICCIH台湾本会議報告（その１）……市原猛志 ２ 
長弘雄次・深町純亮両氏 
米寿祝賀会に参加して  ………………松田寛 ３ 
【書籍紹介】 
長弘雄次著『筑豊の石炭に生きた日々の記憶』 

……………木元富夫 ４ 
【お知らせ】 
平成 25 年度総会・見学会開催について……… ５ 
今後の予定            …………………… ６ 
会費納入・ご寄付のお願い       ……… ６ 
 
第２０号 ２０１４年１月１５日発行 
『仮』       ………………木元富夫 １ 
【報告】 
平成 25 年度総会   ………………砂場一明  ２ 
総会近代化遺産見学会報告…………尾崎徹也 ３ 
ＴＩＣＣＩＨ台湾本会議報告 
（その２＋ワークショップ）…… 市原猛志 ５ 
中国・大連レポート(1) 

 九州とのゆかり …… 大島一朗 １１ 
【報告】 
しめの文化財ウォーク     ……………１２ 
【書籍紹介】 
『夢の遺産』      ………木元富夫 １２ 
【記念企画】 
九州産業考古学会会報 1～20 号総索引 … １２ 
【お知らせ】 
今後の予定        ………………… ２０ 
会費納入・ご寄付のお願い ……………… ２０ 
 
 

◆分野別索引◆ 

 
【巻頭言】 
創刊に寄せて    ………………木元富夫 １－１ 
産業考古学と景観工学    ………松田寛 ２－１ 
産業と「環境・文化・教育・平和」との連環 ー
ー産業再考ーー      ………大石道義  ３－１ 
産業考古学への道    …………清水憲一 ４－１ 
九州で産業考古学を学ぶ ――事務局長就任挨拶
――          …………………青地学 ５－１ 



  
 16 

 

  

日炭高松二坑旧山神社の鳥居保存活動に思う 
………………瓜生浩義 ６－１ 

地域住民のための近代化遺産…平島勇夫 ７－１ 
旧伊藤伝右エ門邸の現状と今後 

…………………深町純亮 ８－１ 
熊本産業遺産研究会の活動紹介 

…………………幸田亮一 ９－１ 
筑豊の近代化遺産について…長弘雄次 １０－１ 
失われる歴史遺産……………砂場一明 １１－１ 
ちょっぴり遅れたご挨拶……池森寛  １２－１ 
熊本産業遺産研究会役員交代のご挨拶 

…………………中田浩毅 １３－１ 
岡山から九州の産業遺産を見る 

…………………小西伸彦 １４－１ 
長崎における産業遺産の最近動向 

………………後藤恵之輔 １５－１ 
温故知新と復興………………大石道義 １６－１
「２０４号電車」は帰ってきた 

 …………………古賀知行 １７－１ 
銅山調査で思うこと ………松尾健二 １８－１ 
『日本の石炭産業遺産』を刊行して 

…………………徳永博文 １９－１ 
『仮』   …………………木元富夫 ２０－１ 
 
【研究発表・論文】 
遠賀堀川とその再生保存について 

…………………長弘雄次 ２－２ 
筑豊ボタ山考 ……………… 深町純亮 ２－４ 
熱赤外線映像装置を用いた近代化遺産の非破壊検
査手法の開発 

…後藤惠之輔・中別府二郎・吉岡良平 ３－４ 
朝倉町の揚水水車について………池森寛 ３－８ 
岡田医院の歴史と特徴…………市原猛志 ４－２ 
動態保存されている農用小型木炭ガス機関―小林
式サクションガス機関―………… 池森寛 ５－２ 
宗像・上八金山の遺物“金控碓” 

………………砂場一明 １０－２ 
歴史的な鉄道施設の活用事例…青地学 １０－３ 
技術史を｢文化」として教育する－三池炭鉱の産業
遺産を題材とした教育実践－…永吉守 １４－２ 
旧植民地資料室(宇都宮大学附属図書館)に見た
｢九州日満鉱業技術員養成所｣ 

 ………………松本幸一 １８－２ 
 
【報告】 
九州産業考古学会 2003 年度総会…松田寛 １－２ 
熊本産業遺産研究会がスタート…幸田亮一１－３ 
志免産業遺産講演会……………大石道義 １－３ 
志免竪坑櫓とまちづくりシンポジウム 

…………………大石道義 ２－６ 
関門産業遺産見学会―下関要塞跡と関門に残る近
代化遺産―   ………………砂場一明 ２－６ 
年次総会・見学会及び決算報告 

……………松田寛・山田元樹 ３－１１ 
再建成った嘉穂劇場 ……深町純亮 ３－１２ 
熊本学園大学産業資料館オープンの経緯 

…………………幸田亮一 ３－１４ 
全国近代化遺産活用連絡協議会大牟田総会 

…………………平島勇夫 ３－１５ 
日産見学会―日産のルーツをたどる― 

…………………松田寛 ４－６ 
長崎産業遺産見学会   ……後藤惠之輔 ４－６ 
学生のための技術史講演会    …池森寛 ４－７ 
2005年度総会および見学会    …松田寛 ５－６ 
折尾界隈の鉄道史を見る   ……砂場一明 ５－７ 
日本産業技術史学会総会報告…市原猛志 ５－８ 
九州の伝承遺産シンポジウム 2005 長崎 

………………幸田亮一 ５－９ 
いぶき館～宝珠山の炭坑遺産～ 

…………………青地学 ５－１０ 
九州伝承遺産ネットワーク協議会―その理念と方
向―          ………………坂本道徳 ６－２ 
九州伝承遺産ネットワークの発足を祝して 

………………幸田亮一 ６－３ 
ＮＰＯ法人大牟田･荒尾炭鉱のまちファンクラブ
活動紹介           ……………永吉守 ６－３ 
旧伊藤邸、飯塚市が買上げ保存へ 

………………深町純亮 ６－４ 
高蔵山堡塁探訪記    …………砂場一明 ６－５ 
2006 年度総会・見学会……………青地学 ７－２ 
「鴎外の道」直方見学会…………市原猛志 ７－４ 
門司赤煉瓦プレイス（旧サッポロビール九州工場）
国登録文化財へ    ……………竹中康二 ９－２ 
2007 長崎居留地まつり「居留地シンポジウム」に
参加して      …………………西村博道 ９－３ 
2007年度総会および見学会……砂場一明 ９－５ 
2008 年度総会・見学会報告…  青地学 １０－７ 
『福岡の近代化遺産』出版を終えて 

………………市原猛志 １０－８ 
杵島炭鉱跡（佐賀県）見学記 

…………木元富夫 １１－２ 
2009年度総会及び見学会……砂場一明 １２－２ 
ＴＩＣＣＩＨフライベルグ会議に参加して 

…………………山田大隆 １３－２ 
日本技術史教育学会 2009 年度全国大会見学会参
加記        ………………藤野昌亮 １３－６ 
平成 22 年度総会・見学会……砂場一明 １４－５ 
別子銅山見学会に参加して…尾崎徹也  １４－７ 
筑豊石炭鉱業組合直方会議所築１００年の歴史を
語るシンポジウムに参加して…松田寛 １５－４ 
「しめの文化財ウォーク」 
……１５－５、１６－３、１８－５、２０－１２ 
北九州工場群夜景観賞バスツアー 

……………市原猛志 １５－５ 
成平 23 年度総会・見学会……砂場一明 １６－２ 
産業考古学会全国大会（熊本）報告  …１６－４ 
平成２４年度総会……………砂場一明 １７－２ 
平成２４年度総会・見学会…時里奉明 １７－２ 
旧松本邸ビアガーデン懇親会  …… １８－５ 
ＴＩＣＣＩＨ台湾本会議報告（その１） 

………………… 市原猛志 １９－２ 
長弘雄次・深町純亮両氏米寿祝賀会に参加して 

………………… 松田寛 １９－３ 
平成 25 年度総会   ………砂場一明  ２０－２ 
総会近代化遺産見学会報告…尾崎徹也 ２０－３ 
ＴＩＣＣＩＨ台湾本会議報告（その２＋ワークシ
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……… ３－１１ 
 
松本幸一 
旧植民地資料室（宇都宮大学附属図書館）に見た
「九州日満鉱業技術員養成所」【研究発表】 

 ………………… １８－２ 
 

山田大隆 
ＴＩＣＣＩＨフライベルグ会議に参加して【報告】 

………………… １３－２ 
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◇◇会報原稿募集（会員外でも応募できます！）◇◇ 

 『九州産業考古学会報』への積極的な投稿をお願いします。募集原稿は【報告】（700 字

～1400 字程度）や【研究発表】（1400～2800 字程度）、【お知らせ】（400 字以内）など。 

いずれも図表を入れる場合文字数要調整。また紙面の都合上、文面レイアウトに関して編集

側で変更する場合があります。投稿に関する詳しい情報は学会ウェブサイト及び事務局まで。 

 

■■会報第 20号・目次■■ 

今後の予定 会費納入・ご寄付のお願い 

 当会は年会費を個人会員 2000円、団体会員は 5000

円それぞれ徴収しています。当会の趣旨をご理解頂き、

会費納入或いはご寄付の程、どうぞ宜しくお願い申し上

げます。 

 会費納入・寄付先口座（一覧） 

 ・ゆうちょ銀行 17430-88882241  

  キュウシュウサンギヨウコウコガツカイ 

  ・福岡銀行大牟田支店（店番 691） 

  普通 1914369 九州産業考古学会 

1 月 

19 日 

新年会 

(福岡市博多区) 

2 月  

3 月  

4 月  

5 月 

10 ～

11 日 

産業考古学会年次総会 

(千葉県立現代産業科学館)  

6 月 会報 21 号発行 

＜編集後記＞ 

 十年一昔という言葉があるが、この会報も創刊号の発行がちょうど 10 年前の 6 月である。その

間の産業遺産を取り巻く状況は大きく変化し、学会として社会から求められている部分は非常に

大きい。未だ会報に投稿されていない会員も多いかと思うが、頻繁な情報交換と議論が必要な現

在、是非とも寄稿を願うばかりである。今回の会報発行は、私の業務多忙により大幅に遅れが生

じてしまった。交代人員のいないことが問題ではあるが、その点平にお詫び申し上げる。（市原） 

 

九州産業考古学会事務局  〒811-3430  福岡県宗像市平井二丁目 12-1 砂場一明 気付 

   TEL&FAX：0940-36-5501 E-mail：k-sunaba@jcom.home.ne.jp URL：http://kias.kilo.jp/index.php/ 

学会ＭＬ希望者は、上記アドレスもしくは Web 担当者（iota_titanus@yahoo.co.jp）まで連絡願います。 

【巻頭言】 

会報 20 号記念号の発行を喜ぶ 

………………木元富夫 １ 

【報告】 

しめの文化財ウォーク ………… １１ 

【書籍紹介】 

【報告】 

平成25年度総会 …………砂場一明  ２ 

産業遺産見学会に参加して 

………………尾崎徹也 ３ 

ＴＩＣＣＩＨ台湾本会議報告（その２＋

ワークショップ）………… 市原猛志 ５ 

中国・大連レポート(1)  

九州とのゆかり ……  大島一朗 １１ 

『夢の遺産』……………木元富夫 １２ 

 

【記念企画】 

九州産業考古学会会報 1～20 号総索引 

      ………………… １２ 

【お知らせ】 

今後の予定    ………………… ２０ 

会費納入・ご寄付のお願い …… ２０ 


